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　９月４日、広島県民文化センター（広島市）において、広島労働局の後援のもと、第58
回広島県建設業労働災害防止大会を開催いたしました。
　本大会には、小沼広島労働局長をはじめ、多くのご来賓の方々にご臨席いただきました。
また、広島県内各地より各分会に所属する会員事業場のご協力を得て、約350名の方々に
ご参加をいただきました。
　大会では、開催地の分会長で大会実行委員長の俵副支部長より、「３年連続で過去最も
暑い夏を更新中。今後も環境の変化により様々な困難を迎えるだろうが、一緒に働く仲間
の安全と健康を守りながら、街の人々の生命と財産を守り、快適な日常生活を送ってもら
うことに貢献し続けることが建設業の使命である。このことを肝に銘じながら本大会を開
催したい。」と力強い開会の言葉がありました。
　檜山支部長は開会にあたり、「建設業は、社会資本の整備を担いながら、地域の守り手
としての社会的使命がある。労働者の高齢化が進むなか、担い手の確保が喫緊の課題であ
り、新４Kの魅力ある産業になるよう、官民一体となって、働き方改革や生産性向上に取

り組んでいるが、現場ではギリギリの施工体制が続き、災害リスクが高まっている。建設
業が健全に発展して行くためには、建災防の活動が一層重要になって来る。墜落・転落等
の重点対策に加え、環境の変化に応じた対策を進めて行くことが重要であり、本大会を契
機として、より一層、安全衛生水準を向上させるため、皆様方と一丸となって、活動に取
り組んで参りたい。」と強い決意を語りかけました。
　続いて、労働災害防止のために、優秀な成績を収めた会社、工事現場、安全衛生活動に
功労や功績のあった個人の方々の支部長表彰を行いました。

　表彰の後、本大会を後援していただいている広島労働局の小沼局長より祝辞があり、
「昨年の広島県の建設業の労働災害は、死亡災害は２人増えて７人となった。死傷災害は
34人減って322人となったが、過去15年350人前後で推移しており、減少しているとは言い

難い。本年も同様で非常に厳しい状況が続いてお
り、墜落・転落災害の占める割合は依然として高
く、リスクアセスメントの取組を積極的に進めて
ほしい。また、一人親方等を安全衛生管理に含め
る等の改正法が来年から段階的に施行されるので
ご準備をお願いする。今後も皆様方と一致協力し
て、誰もが健康で安全に働ける社会の実現に向け
て取り組んで参りたい。」と激励がありました。
　その後、ご来賓の方々のご祝辞をいただきまし

た。いずれの方からも災害撲滅に対する強い気持
ちが伝わり、建災防、会員企業の災害防止活動の
取組強化を期待されていました。
　式典の終わりに濱井呉分会長が「安全の誓い」
を読み上げ、厳しい状況にある労働災害について、
労働災害は必ず防ぐとの強い決意で宣誓され、会
場の盛大な拍手で参加者とともに誓いの言葉を噛

みしめました。
　第二部は、勝丸恭
子講師による記念講演があり、「いのちを守る気象情報に
するために」と題して、台風の進路予想クイズ、季節の変
わり目の空～異変に気付く、気象情報の暑さ指数～熱中症
対策、広島県のハザードマップ～リスクを洗い出し、目と
耳でチェックする、労働災害・気象災害の対策の共通点～
考える・気付く・行動に移す、温暖化による被害の甚大化
～受け身ではなく自分で動くことが大事、お役立ちアプリ
のご紹介など非常に有益なお話しがあり、参加者は熱心に
聞き入っていました。
　最後に、山崎副支部長（福山分会長）から、災害撲滅に

対する熱い想いとともに閉会の言葉を述べられ、記念講演の講師に対する感謝の言葉とと
もに大会参加のお礼を申し上げて、無事、大会を終
了することができました。
　本大会は、業務の大変お忙しい中、台風の影響で
気象状況が危ぶまれる中、多くの方々のご参加をい
ただき、実行委員の皆様方の準備・運営のご協力を
得て成功裏に終了しました。改めて多くの関係者の
皆様に感謝とお礼を申し上げます。
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　９月４日、広島県民文化センター（広島市）において、広島労働局の後援のもと、第58
回広島県建設業労働災害防止大会を開催いたしました。
　本大会には、小沼広島労働局長をはじめ、多くのご来賓の方々にご臨席いただきました。
また、広島県内各地より各分会に所属する会員事業場のご協力を得て、約350名の方々に
ご参加をいただきました。
　大会では、開催地の分会長で大会実行委員長の俵副支部長より、「３年連続で過去最も
暑い夏を更新中。今後も環境の変化により様々な困難を迎えるだろうが、一緒に働く仲間
の安全と健康を守りながら、街の人々の生命と財産を守り、快適な日常生活を送ってもら
うことに貢献し続けることが建設業の使命である。このことを肝に銘じながら本大会を開
催したい。」と力強い開会の言葉がありました。
　檜山支部長は開会にあたり、「建設業は、社会資本の整備を担いながら、地域の守り手
としての社会的使命がある。労働者の高齢化が進むなか、担い手の確保が喫緊の課題であ
り、新４Kの魅力ある産業になるよう、官民一体となって、働き方改革や生産性向上に取

り組んでいるが、現場ではギリギリの施工体制が続き、災害リスクが高まっている。建設
業が健全に発展して行くためには、建災防の活動が一層重要になって来る。墜落・転落等
の重点対策に加え、環境の変化に応じた対策を進めて行くことが重要であり、本大会を契
機として、より一層、安全衛生水準を向上させるため、皆様方と一丸となって、活動に取
り組んで参りたい。」と強い決意を語りかけました。
　続いて、労働災害防止のために、優秀な成績を収めた会社、工事現場、安全衛生活動に
功労や功績のあった個人の方々の支部長表彰を行いました。

　表彰の後、本大会を後援していただいている広島労働局の小沼局長より祝辞があり、
「昨年の広島県の建設業の労働災害は、死亡災害は２人増えて７人となった。死傷災害は
34人減って322人となったが、過去15年350人前後で推移しており、減少しているとは言い

難い。本年も同様で非常に厳しい状況が続いてお
り、墜落・転落災害の占める割合は依然として高
く、リスクアセスメントの取組を積極的に進めて
ほしい。また、一人親方等を安全衛生管理に含め
る等の改正法が来年から段階的に施行されるので
ご準備をお願いする。今後も皆様方と一致協力し
て、誰もが健康で安全に働ける社会の実現に向け
て取り組んで参りたい。」と激励がありました。
　その後、ご来賓の方々のご祝辞をいただきまし

た。いずれの方からも災害撲滅に対する強い気持
ちが伝わり、建災防、会員企業の災害防止活動の
取組強化を期待されていました。
　式典の終わりに濱井呉分会長が「安全の誓い」
を読み上げ、厳しい状況にある労働災害について、
労働災害は必ず防ぐとの強い決意で宣誓され、会
場の盛大な拍手で参加者とともに誓いの言葉を噛

みしめました。
　第二部は、勝丸恭
子講師による記念講演があり、「いのちを守る気象情報に
するために」と題して、台風の進路予想クイズ、季節の変
わり目の空～異変に気付く、気象情報の暑さ指数～熱中症
対策、広島県のハザードマップ～リスクを洗い出し、目と
耳でチェックする、労働災害・気象災害の対策の共通点～
考える・気付く・行動に移す、温暖化による被害の甚大化
～受け身ではなく自分で動くことが大事、お役立ちアプリ
のご紹介など非常に有益なお話しがあり、参加者は熱心に
聞き入っていました。
　最後に、山崎副支部長（福山分会長）から、災害撲滅に

対する熱い想いとともに閉会の言葉を述べられ、記念講演の講師に対する感謝の言葉とと
もに大会参加のお礼を申し上げて、無事、大会を終
了することができました。
　本大会は、業務の大変お忙しい中、台風の影響で
気象状況が危ぶまれる中、多くの方々のご参加をい
ただき、実行委員の皆様方の準備・運営のご協力を
得て成功裏に終了しました。改めて多くの関係者の
皆様に感謝とお礼を申し上げます。

会場風景 会場風景

受章者代表　謝辞功績賞受章の皆様

優良賞（会社）代表 優良賞（会社）受章の皆様 優良賞（工事現場）代表

優良賞（工事現場）受章の皆様 功労賞代表 功労賞受章の皆様

功績賞代表
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　９月４日、広島県民文化センター（広島市）において、広島労働局の後援のもと、第58
回広島県建設業労働災害防止大会を開催いたしました。
　本大会には、小沼広島労働局長をはじめ、多くのご来賓の方々にご臨席いただきました。
また、広島県内各地より各分会に所属する会員事業場のご協力を得て、約350名の方々に
ご参加をいただきました。
　大会では、開催地の分会長で大会実行委員長の俵副支部長より、「３年連続で過去最も
暑い夏を更新中。今後も環境の変化により様々な困難を迎えるだろうが、一緒に働く仲間
の安全と健康を守りながら、街の人々の生命と財産を守り、快適な日常生活を送ってもら
うことに貢献し続けることが建設業の使命である。このことを肝に銘じながら本大会を開
催したい。」と力強い開会の言葉がありました。
　檜山支部長は開会にあたり、「建設業は、社会資本の整備を担いながら、地域の守り手
としての社会的使命がある。労働者の高齢化が進むなか、担い手の確保が喫緊の課題であ
り、新４Kの魅力ある産業になるよう、官民一体となって、働き方改革や生産性向上に取

り組んでいるが、現場ではギリギリの施工体制が続き、災害リスクが高まっている。建設
業が健全に発展して行くためには、建災防の活動が一層重要になって来る。墜落・転落等
の重点対策に加え、環境の変化に応じた対策を進めて行くことが重要であり、本大会を契
機として、より一層、安全衛生水準を向上させるため、皆様方と一丸となって、活動に取
り組んで参りたい。」と強い決意を語りかけました。
　続いて、労働災害防止のために、優秀な成績を収めた会社、工事現場、安全衛生活動に
功労や功績のあった個人の方々の支部長表彰を行いました。

　表彰の後、本大会を後援していただいている広島労働局の小沼局長より祝辞があり、
「昨年の広島県の建設業の労働災害は、死亡災害は２人増えて７人となった。死傷災害は
34人減って322人となったが、過去15年350人前後で推移しており、減少しているとは言い

難い。本年も同様で非常に厳しい状況が続いてお
り、墜落・転落災害の占める割合は依然として高
く、リスクアセスメントの取組を積極的に進めて
ほしい。また、一人親方等を安全衛生管理に含め
る等の改正法が来年から段階的に施行されるので
ご準備をお願いする。今後も皆様方と一致協力し
て、誰もが健康で安全に働ける社会の実現に向け
て取り組んで参りたい。」と激励がありました。
　その後、ご来賓の方々のご祝辞をいただきまし

た。いずれの方からも災害撲滅に対する強い気持
ちが伝わり、建災防、会員企業の災害防止活動の
取組強化を期待されていました。
　式典の終わりに濱井呉分会長が「安全の誓い」
を読み上げ、厳しい状況にある労働災害について、
労働災害は必ず防ぐとの強い決意で宣誓され、会
場の盛大な拍手で参加者とともに誓いの言葉を噛

みしめました。
　第二部は、勝丸恭
子講師による記念講演があり、「いのちを守る気象情報に
するために」と題して、台風の進路予想クイズ、季節の変
わり目の空～異変に気付く、気象情報の暑さ指数～熱中症
対策、広島県のハザードマップ～リスクを洗い出し、目と
耳でチェックする、労働災害・気象災害の対策の共通点～
考える・気付く・行動に移す、温暖化による被害の甚大化
～受け身ではなく自分で動くことが大事、お役立ちアプリ
のご紹介など非常に有益なお話しがあり、参加者は熱心に
聞き入っていました。
　最後に、山崎副支部長（福山分会長）から、災害撲滅に

対する熱い想いとともに閉会の言葉を述べられ、記念講演の講師に対する感謝の言葉とと
もに大会参加のお礼を申し上げて、無事、大会を終
了することができました。
　本大会は、業務の大変お忙しい中、台風の影響で
気象状況が危ぶまれる中、多くの方々のご参加をい
ただき、実行委員の皆様方の準備・運営のご協力を
得て成功裏に終了しました。改めて多くの関係者の
皆様に感謝とお礼を申し上げます。

勝丸恭子講師の記念講演

小沼広島労働局長の祝辞

「安全の誓い」濱井呉分会長

「閉会のことば」山崎副支部長（福山分会長）
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令和７年度　支部長表彰受賞者名簿
優  良  賞（会社）（５社）

優  良  賞（工事現場）（９工事作業所）

功  労  賞（５名）

功  績  賞（９名）

№
１
２
３
４
5

会　　　　社　　　　名 分会名

広　島
三　原
尾　道
三　次
廿日市

大政建設工業 株式会社   
サンスイ設備工業 株式会社   
有限会社 坂上建設   
株式会社 下隠組   
株式会社 木下組

№

６

７

８

９

10

11

12

13

14

広　島

広　島

広　島

広　島

広　島

広　島

呉

呉

福　山

会　社・団　体　名 工　事　の　名　称 分会名

株式会社 栗本   

株式会社 栗本   

株式会社 伏光組
   
山陽工業 株式会社   
大和ハウス工業 株式会社
中国支社
   大和ハウス工業 株式会社
中国支社
  株式会社 増岡組
      大之木・ケーシーエル特定建設工事
共同企業体
      富士建設 株式会社      

（仮称）ヴェルディ南観音 6丁目新築工事

   
（仮称）広島大須賀町計画新築工事

   
広島呉道路 広島大橋橋梁補修工事

   
（仮称）広島市西区己斐本町 2丁目計画新築工事

   
広島トヨタ自動車株式会社本社工場新築工事
   

広島トヨタ自動車株式会社本店ショールーム新築工事   

令和 4年度安芸南部山系大屋大川渓流遊砂地外工事
   
広島県黒瀬特別支援学校狭隘化解消に係る
校舎新築その他工事
   
（仮称）あぶと健生苑 西館 新築工事   
   

№
15
16
17
18
19

所　属　事　業　場　名氏　　名 分会名
広　島
広　島
呉
福　山
三　原

　錦建設 株式会社   
　株式会社 増岡組 広島本店  
　三栄建設 株式会社 
　株式会社 細川工業  
　株式会社 二葉

富　永　幸　夫
岡　田　亮　介
若　田　裕　夫
赤　繁　寛　行
向　井　健太郎

№
20
21
22
23
24
25
26
27
28

所　属　事　業　場　名氏　　名 分会名

広　島
広　島
広　島
広　島
広　島
呉
福　山
尾　道
三　次

　株式会社 網本工業
　大之木建設 株式会社 広島支社
　広電建設 株式会社
　株式会社 栗本
　株式会社 伏光組
　大新電工 株式会社 呉営業所
　株式会社 北川鉄工所
　株式会社 佐藤工務店
　株式会社 角栄組

中　村　好　裕
古　重　　　剛
原　田　伸　明
池　田　卓　哉
新　川　　　勉
船　田　憲　生
菅　原　則　昭
國　惠　良　太
角　田　浩　亮
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建設業における化学物質管理者講習の開催のお知らせ
開 催 日　令和７年12月８日㈪　8：50～17：20
場　　所　広島ＹＭＣＡ国際文化センター　本館４０４（広島市中区八丁堀7-11）
受 講 料　（会員）12,100円　　（非会員）13,200円　　テキスト代　1,925円

Ⅰ関係法令
Ⅱ化学物質の危険性及び有害性
　並びに表示等
Ⅲ化学物質の危険性及び有害性
　等の調査
Ⅳ化学物質の危険性及び有害性
　等の調査の結果に基づく措置
　等その他必要な記録等
Ⅴ化学物質を原因とする災害発
　生時の対応
Ⅵ実演

化学物質に関する概論及び関係法令

化学物質の危険有害性及び表示等

化学物質のリスクアセスメント

リスクアセスメントの結果に基づく措置等

災害発生時の応急措置

リスク管理マニュアル作成の実務

６０分

９０分

１００分

９０分

３０分

５０分

計４２０分

科　　目 内　　容 時　間

※当支部のホームページに「受講申込書」を掲載しています。

令和５年７月14日付け基発0714第８号厚生労働省労働基準局長通達「労働安全衛生規
則第12条の５第３項第２号イの規定に基づき厚生労働大臣が定める化学物質の管理に
関する講習等の適用等について」に基づく講習（安全衛生教育）です。
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事故の
型別

墜落
転落

飛来
落下

崩壊
倒壊

激突
され

踏み
抜き

交通
事故

切れ
こすれ

動作の
反動

有害物
質との
接触

はさまれ
・巻き込
まれ

高温・低
温の物と
との接触

転倒 激突 感電おぼれ 合計その他

令和
６年

令和
７年

⑴ ⑴
58
⑵
58

26

19 5 10

5

8

6

15

27

16

12

15

5
⑴
1 8

321 6

9

16

14

1

2

⑵
190
⑶
180

署別

広島中央
 呉
福 　 山
三 　 原
尾 　 道
三 　 次
広 島 北
廿 日 市
合 　 計

全　　産　　業 建　　設　　業
令和６年 令和７年 令和６年 令和７年

死亡 休業 死傷計 死亡 休業 死傷計 死亡 休業 死傷計 死亡 休業 死傷計
対前年
増減数増減数

対前年
増減率
（%）

建設業
/全産業
（%）

673
152
434
142
117
156
234
204
2,112

－34.3
22.2
－8.7
10.0
25.0
5.6
61.5
13.3
－5.3

7.1
6.9
10.0
8.7
12.1
16.4
7.9
8.9
8.9

－23
2
－4
1
3
1
8
2

－10

－56
6

－21
－15
7

－40
31
－15
－103

619
159
419
127
124
116
266
190
2,020

616
159
418
127
124
114
264
188
2,010

675
153
440
142
117
156
235
205
2,123

2
1
6

1
1
11

3

1

2
2
2
10

67
8
45
10
12
18
13
15
188

44
11
42
11
15
19
21
17
180

44
11
42
11
15
18
21
15
177

67
9
46
10
12
18
13
15
190

1
1

2

1

2
3

令和６年・令和７年　建設業における事故の型別労働災害発生状況 ）るよに告報病傷死者働労（
 広島労働局（令和７年８月末）

令和６年・令和７年　全産業・建設業・署別労働災害発生状況 ）るよに告報病傷死者働労（
 広島労働局（令和７年８月末）

（　）内は、死亡で内数

１ １月 建設業 墜落・転落 足場男 20代 １年とび工
橋の床板取替工事において、吊り足場を組
み立てるため、足場材を当該足場内に搬入
していたところ、つり足場とともに作業者が約
20ｍ下の山中に落下した。

２ １月 建設業 墜落・転落 足場男 40代 19年とび工
橋の床板取替工事において、吊り足場を組
み立てるため、足場材を当該足場内に搬入
していたところ、つり足場とともに作業者が約
20ｍ下の山中に落下した。

３ ５月 建設業 おぼれ 水男 50代 31年管理者 ダムの点検作業を行っていたところ、足を滑
らせ、斜面を転落し河川内で溺死した。

№発生月 業　種  職　種 性別年齢 経験 事故の型 起因物　　      災　害　発　生　状　況

令和７年　建設業死亡災害発生状況
 広島労働局（令和７年８月末）

11 11
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広 島 県 支 部 各 分 会
広島分会（０８２）２２８－８２５２　三原分会（０８４８）６３－９９２０　三次分会（０８２４）６２－４３９１
呉 分 会（０８２３）２２－６８８６　尾道分会（０８４８）２２－８９１８ 廿日市分会（０８２９）３１－０１９６
福山分会（０８４）９２４－４３２０

※受付状況等の詳細につきましては、支部及び各分会にお問い合わせください。
　なお、定数に満たない場合は中止、または、延期する場合があります。

建災防広島県支部（０８２）２２８－８２５０

令和７年度講習計画令和７年度講習計画（令和７年10月～12月末までの計画）（令和７年10月～12月末までの計画）

広島市
呉市
三原市
広島市
呉市
広島市
広島市
広島市
福山市
三原市
呉市
福山市
広島市
広島市
福山市
三原市
呉市
福山市
広島市
福山市
広島市
福山市
広島市
福山市
三次市
広島市
福山市
呉市
福山市
広島市

県支部
呉分会
三原分会
県支部
呉分会
県支部
県支部
県支部
福山分会
三原分会
呉分会
福山分会
県支部
県支部
福山分会
三原分会
呉分会
福山分会
広島分会
福山分会
県支部
福山分会
県支部
福山分会
三次分会
広島分会
福山分会
呉分会
福山分会
県支部
県支部

23～24

28～29

29

15

20
29

17
21

26～27

17～19
25～26

14

18

11
7

5

5

19～20

13
12

11～12

2～3

9

11

1

11

4

10

8

足場の組立て等特別教育

型枠支保工の組立て等作業主任者
地山の掘削及び土止め支保工作業主任者
コンクリート造の工作物の解体等作業主任者

石綿取扱い作業従事者

丸のこ等取扱い作業従事者教育
振動工具取扱作業従事者

フルハーネス型安全帯使用作業特別教育

足場の組立て等作業主任者能力向上（定期）教育

施工管理者のための足場点検実務者研修

職長・安全衛生責任者教育

現場管理者統括管理

職長・安全衛生責任者能力向上教育
斜面の点検者に対する安全教育
安全衛生推進者能力向上教育（初任時）
建設業における化学物質管理者講習

講　習　名 実施場所受付分会 開催日
11月 12月10月

※「建築物石綿含有建材調査者講習」の申込みの受付開始日は開催日の２ケ月前の当日です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（但し、土・日・祝日の場合は翌営業日とします。）

　詳細は建災防広島県支部のホームページにてご確認ください。
https://www.jcosha-hiroshima.jp/

実施場所
広島市

受　　付
県支部

12月
16～17 18～19ー

１月 ２月
建築物石綿含有建材調査者講習（一般）

建設工事に従事する労働者のための教育「建設従事者教育」（6時間） ＊要請により、随時実施

令和７年度登録講習計画（令和７年12月～令和８年２月末までの計画）（令和７年12月～令和８年２月末までの計画）令和７年度登録講習計画

自由研削と石取替え等業務

足場の組立て等作業主任者

特
別
教
育・準
じ
た
教
育

能
力
向
上
・
安
全
衛
生
教
育

技
　
能
　
講
　
習


